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【手続補正書】
【提出日】平成26年6月26日(2014.6.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　固体酸化物形燃料電池スタック、圧縮機、及び、タービンを備え、
　前記固体酸化物形燃料電池スタックが、少なくとも一つの固体酸化物形燃料電池を備え
、
　固体酸化物形燃料電池が、電解質、アノード、及び、カソードを備え、
　前記圧縮機が、酸化剤の少なくとも一部を、少なくとも一つの固体酸化物形燃料電池の
カソードに供給するようになされ、
　燃料供給源が、少なくとも一つの固体酸化物形燃料電池のアノードに燃料を供給するよ
うになされ、
　前記固体酸化物形燃料電池スタックが、少なくとも一つの固体酸化物形燃料電池のカソ
ードからの未利用の酸化剤の一部を、少なくとも一つの固体酸化物形燃料電池のカソード
に戻して供給するようになされ、
　前記固体酸化物形燃料電池スタックが、少なくとも一つの固体酸化物形燃料電池のアノ
ードから燃焼器に、未利用の燃料の一部を供給するようになされ、
　酸化剤の供給が、酸化剤を燃焼器に供給するようになされ、
　前記燃焼器が、燃焼器排ガスを熱交換器の第一の入口に供給するようになされ、
　前記熱交換器が、熱交換器の第一の出口からの燃焼器排ガスの少なくとも一部を、前記
タービンに供給するようになされ、
　圧縮機からの酸化剤の前記少なくとも一部、及び、少なくとも一つの固体酸化物形燃料
電池からの前記未利用の酸化剤が、少なくとも一つの固体酸化物形燃料電池のカソードに
供給される当該酸化剤の予熱のために、熱交換器の第二の入口に供給されるようになされ
、
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　前記熱交換器が、圧縮機からの酸化剤の前記少なくとも一部、及び、少なくとも一つの
固体酸化物形燃料電池からの前記未利用の酸化剤を、熱交換器の第二の出口から少なくと
も一つの固体酸化物形燃料電池のカソードに供給するようになされ、
　燃焼器に酸化剤を供給するための前記酸化剤の供給が、少なくとも一つの固体酸化物形
燃料電池のカソードから燃焼器への、未利用の酸化剤の一部の供給を含み、
　前記圧縮機が、前記燃焼器に酸化剤の一部を供給するようになされ、
　前記熱交換器が、熱交換器の第一の出口からの燃焼器排ガスの一部を、燃焼器に供給す
るようになされる、
　固体酸化物形燃料電池システム。
【請求項２】
　前記圧縮機が、酸化剤の一部が燃焼器排ガスと共に熱交換器の第一の入口に流入するよ
うにして、熱交換器の第一の入口に酸化剤の一部を供給するようになされ、
　前記熱交換器が、熱交換器の第一の出口からの、燃焼器排ガスの一部、及び酸化剤の一
部のうちの更なる一部を、熱交換器に供給するようになされる、
　請求項１に記載の固体酸化物形燃料電池システム。
【請求項３】
　第一のダクトが、熱交換器の第一の出口を燃焼器に接続し、
　第二のダクトが、燃焼器を熱交換器の第一の入口に接続する、
　請求項１に記載の固体酸化物形燃料電池システム。
【請求項４】
　前記圧縮機が、酸化剤の一部が燃焼器に供給されるように、前記第一のダクトに酸化剤
の一部を供給するようになされ、
　前記固体酸化物形燃料電池スタックが、少なくとも一つの固体酸化物形燃料電池のカソ
ードからの未利用の酸化剤の一部を、燃焼器に供給するようになされる、
　請求項３に記載の固体酸化物形燃料電池システム。
【請求項５】
　前記圧縮機が、酸化剤の一部が燃焼器に供給されるように、前記第一のダクトに酸化剤
の一部を供給するようになされ、
　前記固体酸化物形燃料電池スタックが、少なくとも一つの固体酸化物形燃料電池のカソ
ードからの未利用の酸化剤の一部を、前記第二のダクトに供給するようになされる、
　請求項３に記載の固体酸化物形燃料電池システム。
【請求項６】
　前記圧縮機が、酸化剤の一部を前記第二のダクトに供給するようになされ、
　前記固体酸化物形燃料電池スタックが、少なくとも一つの固体酸化物形燃料電池のカソ
ードからの未利用の酸化剤の一部を、第二のダクトに供給するようになされる、
　請求項３に記載の固体酸化物形燃料電池システム。
【請求項７】
　第一のダクトが、熱交換器の第一の出口を、熱交換器の第一の入口に接続し、
　前記圧縮機が、酸化剤の一部が熱交換器に供給されるように、前記第一のダクトに酸化
剤の一部を供給するようになされ、
　前記固体酸化物形燃料電池スタックが、少なくとも一つの固体酸化物形燃料電池のカソ
ードからの未利用の酸化剤の一部を、燃焼器に供給するようになされ、
　前記燃焼器は、燃焼器排ガスを第一のダクトに供給するようになされる、
　請求項１に記載の固体酸化物形燃料電池システム。
【請求項８】
　前記圧縮機が、酸化剤の一部を燃焼器に供給するようになされ、
　前記固体酸化物形燃料電池スタックが、少なくとも一つの固体酸化物形燃料電池のカソ
ードからの未利用の酸化剤の一部を、熱交換器の第一の入口に供給するようになされ、
　前記熱交換器は、熱交換器の第一の出口から燃焼器に、燃焼器排ガスの一部、及び未利
用の酸化剤の一部のうちの更なる一部を供給するようになされる、
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　請求項１に記載の固体酸化物形燃料電池システム。
【請求項９】
　前記圧縮機が、熱交換器の第一の入口に酸化剤の一部を燃焼器排ガスと共に供給するよ
うになされ、
　前記固体酸化物形燃料電池スタックが、少なくとも一つの固体酸化物形燃料電池のカソ
ードからの未利用の酸化剤の一部を、燃焼器排ガス及び圧縮機からの前記酸化剤の一部と
共に、熱交換器の第一の入口に供給するようになされ、
　前記熱交換器は、燃焼器排ガスの一部、少なくとも一つの固体酸化物形燃料電池のカソ
ードからの未利用の酸化剤の一部のうちの更なる一部、及び、圧縮機からの酸化剤の一部
のうちの更なる一部を、熱交換器の第一の出口から燃焼器に供給するようになされる、
　請求項１に記載の固体酸化物形燃料電池システム。
【請求項１０】
　燃焼器に酸化剤を供給するための前記酸化剤の供給が、少なくとも一つの固体酸化物形
燃料電池のカソードから燃焼器への、未利用の酸化剤の一部の供給を含み、
　前記圧縮機が、酸化剤の一部を燃焼器に供給するようになされ、
　前記熱交換器が、熱交換器の第一の出口からの燃焼器排ガスの一部を、燃焼器に供給す
るようになされる、
　請求項１に記載の固体酸化物形燃料電池システム。
【請求項１１】
　前記圧縮機が、酸化剤の一部を混合器に供給するようになされ、
　前記熱交換器の第一の出口が、燃焼器排ガスの一部を混合器に供給するようになされ、
　当該混合器が、酸化剤の前記一部及び排ガスの前記一部を燃焼器に供給するようになさ
れるものである、
　請求項１０に記載の固体酸化物形燃料電池システム。
【請求項１２】
　燃焼器に酸化剤を供給するための前記酸化剤の供給が、少なくとも一つの固体酸化物形
燃料電池のカソードから燃焼器への、未利用の酸化剤の一部の供給を含み、
　前記圧縮機が、酸化剤の一部が燃焼器排ガスと共に熱交換器の第一の入口に流入するよ
うに、酸化剤の一部を熱交換器の第一の入口に供給するようになされ、
　前記熱交換器が、熱交換器の第一の出口からの、燃焼器排ガスの一部、及び酸化剤の一
部のうちの更なる一部を、熱交換器の第一の入口に供給するようになされる、
　請求項１に記載の固体酸化物形燃料電池システム。
【請求項１３】
　前記圧縮機が、酸化剤の一部を混合器に供給するようになされ、
　前記熱交換器の第一の出口が、燃焼器排ガスの一部及び酸化剤の一部のうちの更なる一
部を混合器に供給するようになされ、
　当該混合器が、圧縮機からの酸化剤の前記一部、熱交換器の第一の出口からの燃焼器排
ガスの前記一部及び酸化剤の一部のうちの前記更なる一部を、熱交換器の第一の入口に供
給するようになされるものである、
　請求項１２に記載の固体酸化物形燃料電池システム。
【請求項１４】
　燃焼器に酸化剤を供給するための前記酸化剤の供給が、圧縮機が酸化剤の一部を燃焼器
に供給するようになされて、少なくとも一つの固体酸化物形燃料電池のカソードから熱交
換器の第一の入口への未利用の酸化剤の一部の供給を含み、
　前記熱交換器が、燃焼器排ガスの一部、及び少なくとも一つの固体酸化物形燃料電池の
カソードからの未利用の酸化剤の一部のうちの更なる一部を、熱交換器の第一の出口から
燃焼器に供給するようになされる、
　請求項１に記載の固体酸化物形燃料電池システム。
【請求項１５】
　前記圧縮機が、酸化剤の一部を混合器に供給するようになされ、
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　前記熱交換器の第一の出口が、燃焼器排ガスの一部、及び少なくとも一つの固体酸化物
形燃料電池のカソードからの未利用の酸化剤の一部のうちの更なる一部を、混合器に供給
するようになされ、
　当該混合器が、熱交換器の第一の出口からの、燃焼器排ガスの前記一部、及び少なくと
も一つの固体酸化物形燃料電池のカソードからの未利用の酸化剤の一部のうちの前記更な
る一部を、燃焼器に供給するようになされるものである、
　請求項１４に記載の固体酸化物形燃料電池システム。
【請求項１６】
　燃焼器に酸化剤を供給するための前記酸化剤の供給には、酸化剤の一部を熱交換器の第
一の入口に供給するようになされた圧縮機を含み、
　前記熱交換器の第一の出口が、圧縮機からの酸化剤の一部を燃焼器に供給するようにな
され、
　前記燃焼器が、燃焼器排ガスを熱交換器の第一の入口に供給するようになされる、
　請求項１に記載の固体酸化物形燃料電池システム。
【請求項１７】
　前記圧縮機が、酸化剤の一部を混合器に供給するようになされ、
　前記燃焼器が、燃焼器排ガスを混合器に供給するようになされ、
　当該混合器が、圧縮機からの酸化剤の前記一部、及び燃焼器からの前記燃焼器排ガスを
、熱交換器の第一の入口に供給するようになされ、
　前記熱交換器の第一の出口が、燃焼器排ガスの一部、及び熱交換器の第一の出口からの
酸化剤の一部のうちの更なる一部を、燃焼器に供給するようになされる、
　請求項１６に記載の固体酸化物形燃料電池システム。
【請求項１８】
　圧縮機からの酸化剤の前記少なくとも一部と熱交換器の第一の出口からの前記燃焼器排
ガスとを混合する手段を備える、
　請求項１に記載の固体酸化物形燃料電池システム。
【請求項１９】
　圧縮機からの酸化剤の前記少なくとも一部、燃焼器排ガスの前記一部、及び熱交換器の
第一の出口から熱交換器までの酸化剤の一部のうちの更なる一部を混合する手段を備える
、
　請求項２に記載の固体酸化物形燃料電池システム。
【請求項２０】
　圧縮機からの酸化剤の前記少なくとも一部、熱交換器の第一の出口からの燃焼器排ガス
の前記一部及び未利用の酸化剤の一部のうちの更なる一部を混合する手段を備える、
　請求項６に記載の固体酸化物形燃料電池システム。
【請求項２１】
　前記燃焼器排ガスと圧縮機からの酸化剤の前記一部とを混合する手段を備える、
　請求項７に記載の固体酸化物形燃料電池システム。
【請求項２２】
　前記圧縮機が、第二のダクトに、酸化剤の一部を供給するようになされ、
　前記固体酸化物形燃料電池スタックが、少なくとも一つの固体酸化物形燃料電池のカソ
ードから燃焼器に、未利用の酸化剤の一部を供給するようになされる、
　請求項３に記載の固体酸化物形燃料電池システム。
【請求項２３】
　前記燃料電池スタックが、少なくとも一つの固体酸化物形燃料電池のカソードからの未
利用の酸化剤の一部を、燃焼器に供給するようになされる、
　請求項１７に記載の固体酸化物形燃料電池システム。
【請求項２４】
　固体酸化物形燃料電池システムを動かす方法であって、
　前記固体酸化物形燃料電池システムが、固体酸化物形燃料電池スタック、圧縮機及びタ
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ービンを備え、前記固体酸化物形燃料電池スタックが、少なくとも１つの固体酸化物形燃
料電池を備え、固体酸化物形燃料電池は電解質、アノード及びカソードを備えるものであ
り、
　前記方法は、
　酸化剤の少なくとも一部を、圧縮機から少なくとも１つの固体酸化物形燃料電池のカソ
ードに供給すること、
　少なくとも１つの固体酸化物形燃料電池のアノードに燃料を供給すること、
　少なくとも１つの固体酸化物形燃料電池のカソードからの未利用の酸化剤の一部を、少
なくとも１つの固体酸化物形燃料電池のカソードに戻して供給すること、
　少なくとも１つの固体酸化物形燃料電池のアノードから燃焼器に未利用の燃料の一部を
供給すること、
　燃焼器に酸化剤を供給すること、
　熱交換器の第一の入口に燃焼器排ガスを供給すること、
　熱交換器の第一の出口からの燃焼器排ガスの少なくとも一部をタービンに供給すること
、
　圧縮機からの酸化剤の前記少なくとも一部、及び少なくとも１つの固体酸化物形燃料電
池のカソードからの前記未利用の酸化剤を、少なくとも１つの固体酸化物形燃料電池のカ
ソードに供給される当該酸化剤の予熱のために、熱交換器の第二の入口に供給すること、
　圧縮機からの酸化剤の前記少なくとも一部、及び少なくとも一つの固体酸化物形燃料電
池のカソードからの前記未利用の酸化剤を、熱交換器の第二の出口から少なくとも一つの
固体酸化物形燃料電池のカソードに供給すること、
　を含み、
　前記燃焼器への酸化剤の供給が、少なくとも一つの固体酸化物形燃料電池のカソードか
ら燃焼器への、未利用の酸化剤の一部の供給を含み、
　前記圧縮機が、前記燃焼器に酸化剤の一部を供給し、
　前記熱交換器が、熱交換器の第一の出口からの燃焼器排ガスの一部を、燃焼器に供給す
る、
　固体酸化物形燃料電池システムを動かす方法。
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